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明 細 書

発明の名称 ：

メッセージ管理システム、メッセージ表示装置、メッセージの表示方法、

及び記録媒体

技術分野

[0001 ] 本発明は、掲示板での投稿記事、メール、チャットなどのメッセージを利

用者に分かりやすく表示する技術に関する。

背景技術

[0002] 従来より、掲示板での投稿記事、メール、チャットなど、メッセ一ジの授

受を行うシステムがあり、このようなシステムで送受したメッセージ情報を

—覧表示するメッセ一ジ管理システムが知られている （例えば、特許文献 1

) 。このようなシステムでは、表示領域の制約上、メッセージの一部を時系

列に表示するタイムライン表示が一般的であった。また、他の利用者のメッ

セージに対 して、 「いいね」（L i ke) などの定型文をワンクリックで返信する

ワンクリック応答も知られている。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献 1 ：特開 2 0 0 3 _ 1 0 8 2 7 8 号公報 （図 1 3 )

発明の概要

発明が解決しょうとする課題

[0004] しかしながら、このようなシステムでは、送受した一連のメッセージの内

、その一部が表示されるだけであるので、どれだけ多くのメッセージが送受

されたのかなど、コミュニケーションの広がりを一見して把握することはで

きなかった。また、ワンクリック応答では、その回数を数字で表示すること

はできても、視覚的にコミュニケーションの広がりを表示することはなかつ

た。また、メッセージ情報のコミュニケーションにおいて利用者が有する感



情の大まかな傾向を簡単に知ることはできなかつた。

[0005] 本発明は、上述した問題に鑑みてなされたものであって、メッセージの捜

受について、コミュニケ一ションの広がりを視覚的に把握できるようにする

とともに、コミュニケ一ションの大まかな傾向を容易に把握できるようにす

ることを解決課題の一つとする。

課題を解決するための手段
[0006] 上述した課題を解決するため、本発明に係るメッセ一ジ管理システムは、

第 1 メッセージと当該第 1 メッセージに関連付けられた一又は複数の第 2 メ

ッセージの組をスレツドとして表示するメッセージ管理システムであって、

利用者からスレツドの表示に関する指示を受け付ける指示受付部と、前記指

示受付部で受け付けた前記指示に応じて、表示の対象となるスレツドに含ま

れる前記第 1 メッセージおよび前記第 2 メッセージの送信者に対応する利用

者画像をスレツド表示領域に表示させるように制御するとともに、前記第 2

メッセージの内容に応じて前記利用者画像を動作させるように制御する表示

制御部と、を備える。

利用者画像とは、利用者に対応した画像であって、利用者が任意な画像を

選択して設定されるものや、システムであらかじめ用意されている画像の中

から利用者が選択して設定されるものでもよい。また、利用者が設定しない

場合には、システムで用意されたデフォル トの画像が設定されるようにして

もよい。なお、この利用者画像により利用者を一意に識別できなくてもよい

。つまり、異なる利用者で同じ利用者画像が設定される場合もあり得る。

なお、メッセ一ジには、掲示板等での投稿記事と応答、チャット、メール

などが含まれる。また、表示制御部は、第 1 メッセージの内容に応じて利用

者画像を動作させるようにしてもよい。

[0007] 上述したメッセ一ジ管理システムにおいて、前記表示制御部は、表示の対

象となるスレツドに含まれる前記第 1 メッセージおよび前記第 2 メッセージ

の送信者の識別情報に対応する利用者の利用者画像を、利用者の識別情報と

利用者画像とが対応づけて記憶された記憶部から読み出して前記スレッド表



示領域に表示させるように制御する。

[0008] 上述 したメッセ一ジ管理システムにおいて、前記表示制御部は、前記第 2

メッセージを送信 した利用者の感情に応 じて利用者画像を変更させることが

好ましい。なお、前記表示制御部は、前記第 1 メッセ一ジの送信者の感情に

応 じて利用者画像を変更させてもよい。

[0009] 上述 したメッセ一ジ管理システムにおいて、前記表示制御部は、前記第 2

メッセージを送信する際に選択された動作を示す動作情報に基づいて前記第

2 メッセージの内容に応 じて前記利用者画像を動作させるように制御するこ

とが好ましい。なお、前記表示制御部は、前記第 1 メッセージ内容に応 じて

前記利用者画像を動作させてもよい。

[001 0] 上述 したメッセ一ジ管理システムにおいて、前記表示制御部は、前記第 2

メッセージの内容を解析 して動作パターンを特定 し、特定 した動作パターン

で前記利用者画像を動作させるように制御することを特徴とする。

[001 1] 上述 したメッセ一ジ管理システムにおいて、前記表示制御部は、前記スレ

ッド表示領域に表示する前記利用者画像の数に応 じて、当該スレツド表示領

域の面積を変化させるように制御することが好ましい。また、上述 したメッ

セ一ジ管理システムにおいて、前記表示制御部は、表示の対象となる前記ス

レツドに含まれる前記第 2 メッセ一ジの数に応 じて前記スレツド表示領域の

面積を変化させるように制御することを特徴とする。

[001 2] 上述 したメッセージ管理システムにおいて、前記第 1 メッセージおよび前

記第 2 メッセージは、メッセージ管理システム外の外部サービスで管理され

ており、前記表示制御部は、表示の対象となるスレッドに含まれる前記第 1

メッセージまたは前記第 2 メッセージの送信者の識別情報に対応する利用者

の利用者画像を、利用者の識別情報と利用者画像とが対応づけて記憶された

記憶部から読み出して前記スレッド表示領域に表示させ、当該送信者の識別

情報に対応する利用者の利用者画像を当該記憶部から取得できない場合は、

メッセージの送信者の識別情報に対応する利用者画像を取得できないときの

為に予め定められた利用者画像を表示させるように制御することが好ましい



[001 3] 上述 したメッセ一ジ管理システムにおいて、前記表示制御部は、前記スレ

ッ ドにおいて前記第 1 メッセ一ジを送信 した送信者の利用者画像に目印を表

示させるように制御することが好ましい。

[0014] 上述 したメッセ一ジ管理システムにおいて、前記表示制御部は、前記利用

者画像を、汎用のボディ一形状画像と前記第 1 メッセ一ジまたは前記第 2 メ

ッセ一ジの送信者に対応 した画像とから構成することが好ましい。

[001 5] 上述 したメッセ一ジ管理システムにおいて、前記表示制御部は、前記スレ

ッ ド表示領域とは別のメッセ一ジ表示領域に、当該スレツ ドに含まれる前記

第 2 メッセージを時系列に沿って変更可能に表示させるように制御すること

が好ましい。なお、スレツ ド表示領域とメッセージ表示領域のそれぞれの一

部が重なっていてもよい。

[001 6] 上述 したメッセ一ジ管理システムにおいて、前記表示制御部は、前記メッ

セージ表示領域に表示される前記第 1 メッセージに対応する利用者画像に目

印を付加 して前記スレッ ド表示領域に表示させるように制御することが好ま

しい。

[001 7] 上述 したメッセ一ジ管理システムにおいて、前記表示制御部は、前記メッ

セージ表示領域に表示される前記第 2 メッセージが変更されると、前記メッ

セージ表示領域の所定位置に表示される前記第 2 メッセージが送信された時

点において前記スレツ ドに含まれる前記第 2 メッセ一ジの送信者に対応する

利用者画像を前記スレッ ド表示領域に表示させるように制御することが好ま

しい。

[001 8] 上述 したメッセ一ジ管理システムにおいて、前記表示制御部は、前記メッ

セージ表示領域に表示される前記第 2 メッセージが変更されると、前記メッ

セージ表示領域の所定位置に表示される前記第 2 メッセージが送信された時

点において当該スレッ ドに含まれる前記第 2 メッセージの数に応 じて前記ス

レツ ド表示領域の面積を変化させるように制御することが好ましい。なお、

前記スレッ ド表示領域の面積を 「小」 「中」 「大」の 3 種類とし、第 2 メッ



セージの数に応 じて、前記 3 種類のいずれかとするようにしてもよい。すな

わち、第 2 メッセ一ジの数とスレツド表示領域の面積を変化の対応付けは任

思 め る。

[001 9] なお、上述 したメッセージ管理システムにおいて、サーバ装置と利用者が

用いる端末装置とを含む場合、表示制御部は、サーバ装置にあってもよいし

、あるいは端末装置にあってもよい。さらに、表示制御部の機能がサーバ装

置と端末装置とに分散されていてもよい。

[0020] 次に、本発明に係るメッセージ表示装置は、第 1 メッセージと当該第 1 メ

ッセージに関連付けられた一又は複数の第 2 メッセージの組をスレツドとし

て表示部に表示することが可能なメッセ一ジ表示装置であって、利用者から

スレツドの表示に関する指示を受け付ける指示受付部部と、前記指示受付部

で受け付けた前記指示に応 じて、表示の対象となるスレツドに含まれる前記

第 1 メッセージおよび前記第 2 メッセージの送信者を示す利用者画像をスレ

ッド表示領域に表示させるように制御するとともに、メッセージの内容に応

じて前記利用者画像を動作させるように制御する表示制御部と、を備える。

[0021 ] 次に、本発明に係るメッセージの表示方法は、第 1 メッセージと当該第 1

メッセージに関連付けられた一又は複数の第 2 メッセージの組をスレツドと

して表示することが可能な端末装置において用いられるメッセージの表示方

法であって、利用者からスレツドの表示に関する指示を受け付けるステップ

と、受け付けた前記指示に応 じて、表示の対象となるスレッドに含まれる前

記第 1 メッセージおよび前記第 2 メッセージの送信者に対応する利用者画像

をスレツド表示領域に表示するとともに、メッセージの内容に応 じて前記利

用者画像を動作させるステップと、を有する。

[0022] 次に、本発明に係るコンピュータ読み取り可能な記録媒体は、第 1 メッセ

—ジと当該第 1 メッセージに関連付けられた一又は複数の第 2 メッセージの

組をスレツドとして表示部に表示することが可能な端末装置で用いられるプ

ログラムを記録 したコンピュータ読み取り可能な記録媒体であつて、前記端

末装置に、利用者からスレツドの表示に関する指示を受け付ける指示受付処



理 と、前記指示受付処理 において受け付 けた前記指示 に応 じて、表示の対象

となるス レツ ドに含 まれる前記第 1 メ ッセージおよび前記第 2 メ ッセージ情

報の送信者 に対応する利用者画像 をス レッ ド表示領域 に表示 させるように制

御するとともに、 メッセ一ジ情報の内容 に応 じて前記利用者画像 を動作 させ

るように制御する表示制御処理 と、 を実行 させるためのプログラムを記録 し

ている。

なお、 メッセージには、掲示板での投稿記事 と応答、チャッ ト、 メールな

どが含 まれる。

この記録媒体は C D - R O M 等の非一過性の記録媒体であ つても良 く、 ま

た、 この記録媒体 には、 当該 プログラムを配信するために配信サーバか らァ

クセス可能な内部 または外部 に設 け られた記録媒体 も含 まれる。配信サーバ

の記録媒体 に記憶 される上記 プログラムの コ一 ドは、 メッセージ表示装置で

実行可能な形式のプログラムのコー ドと異なるものでも良い。すなわち、配

信サーバか らダウン口一 ドされて端末装置で実行可能な形でィ ンス トールが

で きるものであれば、配信サーバで記憶 される形式は問わない。なお、上記

プログラムを複数 に分割 し、 それぞれ異なるタイミングでダウンロー ドした

後 に端末装置で合体 される構成や、分割 されたプログラムのそれぞれを配信

する配信サーバが異な っていても良い。

図面の簡単な説明

[ 図 1] 本発明の実施形態 に係 るメッセージ表示システムのプロック図である。

[ 図2 ] サーバ装置の構成 を示すプロック図である。

[ 図3 ] 利用者テ一プルのデータ構造の一例 を示す説明図である。

[ 図4 ] 外部 アカウン トテ一プルのデータ構造の一例 を示す説明図である。

[ 図 5 ] アバ タ一テ一プルのデータ構造の一例 を示す説明図である。

[ 図 6 ] 端末装置の構成 を示すプロック図である。

[ 図7 ] アバ タ一テ一プルのデータ構造の一例 を示す説明図である。

[ 図8 ] メッセ一ジ表示システムにおける外部サ一 ビスの登録 に関する動作シ一

ケ ンスを示すシーケ ンス図である。



[ 図9]登録画面の一例を示す説明図である。

[図10] 認証画面の一例を示す説明図である。

[図11] メッセ一ジ表示システムにおけるメッセ一ジを表示する動作シ一ケン

スを示すシーケンス図である。

[図12]表示処理によって端末装置のデイスプレイに表示される画面の一例を

示す説明図である。

[図13]表示処理の内容を示すフローチヤ一卜である。

[図14]掲示板画面の一例を示す説明図である。

[図15]掲示板画面の他の例を示す説明図である。

[図16]動作選択画面の一例を示す説明図である。

[図17]チヤッ卜画面の一例を示す説明図である。

[図18] メール画面の一例を示す説明図である。

[図19] ァバタ一の他の例を示す説明図である。

[図20]掲示板画面の他の例を示す説明図である。

発明を実施するための形態
[0024] < 1 . 第 1実施形態>

< - ：メッセージ表示システムの構成>

図 1は、本発明の実施形態に係るメッセージ表示システム （メッセージ管

理システム） 1 0 0 のプロック図である。このメッセージ表示システム 1 0

0 は、インタ一ネットなどの通信網 1、利用者の端末装置 2 、サーバ装置 3

A を備える。メッセ一ジ表示システム 1 0 0 は、掲示板等での投稿記事、メ

—ル、及びチヤッ卜といった各種のコミュニケ一ションサ一ビスで交わされ

たメッセージを予め登録された利用者の端末装置 2 に表示させる。

[0025] また、メッセージ表示システム 1 0 0 のサーバ装置 3 A は、メッセージ表

示システム 1 0 0 に登録した利用者の端末装置 2 (メッセ一ジ表示装置）に

、掲示板等での投稿記事、メール、チャットなどのメッセ一ジの授受を表示

させるだけでなく、ポ一タルサイトとしても機能する。即ち、サーバ装置 3

A は、外部サーバ装置 3 B、 3 C、 3 D . (外部システム）から、各種のメ



ッセージを収集して、利用者に提供する機能がある。なお、以下の説明では

、最初のメッセージ （第 1 メッセージ）と当該メッセージに応答する一又は

複数のメッセージ （第 2 メッセージ）の組をスレッドと称する。例えば、掲

示板においては、掲示板を立てるといったようにテーマを提供する投稿とこ

れに対する書き込みである応答は、投稿者が最初にメッセージ （第 1 メッセ

—ジ）を送信し、応答者がこのメッセージに対して応答するメッセージ （第

2 メッセージ）を送信することにより行われる。また、応答したメッセージ

(第 2 メッセージ）に対して応答するメッセージ （第 2 メッセージ）を送信

できるようにしてもよい。すなわち、最初のメッセージ （第 1 メッセージ）

を親メッセージとしたとき、親メッセージに対して応答する子メッセージも

、子メッセージに対して応答する孫メッセージも、最初のメッセージ （第 1

メッセージ）に対する応答するメッセージ （第 2 メッセージ）であり、最初

のメッセージ （第 1 メッセージ）に関連付けられたメッセージ （第 2 メッセ

—ジ）である。また、最初にメッセージ （第 1 メッセージ）を送信した投稿

者が、応答するメッセージ （第 2 メッセージ）を送信できるようにしてもよ

し、。すなわち、一つの投稿 （第 1 メッセージ）、及びそれに関連付けられた

—又は複数の応答 （第 2 メッセージ）はスレッドに相当する。また、メール

においては、最初に送信 （発信）されたメール （第 1 メッセージ）に返信 （

応答）し、この返信に対してさらに返信 （応答）するといつたようなメッセ

—ジの授受がスレッドに相当する。さらにチャットにおいては、最初に送信

(発信）されたテキスト情報 （第 1 メッセージ）に対して返信 （応答）し、

この返信に対してさらに返信 （応答）するといつたようなメッセージの授受

がスレツドに相当する。

[0026] 利用者の端末装置 2 は、通信網 1 を介した通信が可能であり、例えば、パ

—ソナルコンピュータや携帯電話機が該当する。メッセージ表示システム 1

0 0 は、利用者に対して、利用者どうしのコミュニティ機能やゲームあるい

はサービス及び商品の販売を提供することが可能である。

[0027] サーバ装置 3 A は、利用者のアカウント情報、メッセージ情報、ァバタ一



情報 な どを管理 す る。 図 2 にサ ーバ装 置 の構成 を示 す。 ここで、 メ ッセー ジ

情報 は、掲 示板 等 での投稿 記事、 メール、 チ ャ ッ トとい った メ ッセ一 ジの種

別 を示 す種 別情報 と、 当該 メ ッセー ジの送 受信 日時 を示 す時 間情報 と、 メ ッ

セー ジの 内容 を示 す情報 とを含 む。 メ ッセー ジの 内容 を示 す情報 と して は、

メ ッセ一 ジの 内容 に応 じて、 テ キス ト情報、静 止画像、 動画画像、位 置情報

等 があ る。 この図 に示 す よ うに、 サ ーバ装 置 3 A は、装 置全体 を制御 す る C

P U (Cent r a l Process i ng Un i t ) 3 0 、 C P U 3 0 の作業領 域 と して機 能 す

る R A M (Random Access Memory) 3 1 、 プ一 卜プ ログラムな どを記憶 した

R O M (Read On Ly Memory) 3 2 、 各種 の プ ログラムやデ ー タを記憶 す るハ

— ドデ ィス ク 3 3 、 キーボー ドや マ ウスな どを含 む入力部 3 4 、 画像 を表 示

す るデ ィス プ レイ 3 5 、 及び通信網 1 を介 して外部 の装 置 と通信 を行 う通信

イ ンタ一 フェー ス 3 6 を備 え る。

[0028] ハ ー ドデ ィス ク 3 3 には、 利 用者 テ 一 プル T B L 1 1 、 外部 アカ ウ ン トテ

— プル T B L 1 2 、 アバ タ一テ 一 プル T B L 1 3 、 及び メ ッセー ジデ ー タべ

— ス D B な どが記憶 され て い る。

図 3 に利 用者 テ 一 プル T B L 1 1 のデ ー タ構 造 を示 す。 この図 に示 す よ う

に利 用者 テ 一 プル T B L 1 1 には、 利 用者 を一意 に識 別 す る利 用者識 別情報

U I D aと、 当該利 用者 の ァバ タ一画像 （利 用者 画像 ）デ ー タ G a を示 す画像

識 別 子 G a I りと、 パ ス ワー ドP S W と、 メール ァ ドレス M a i I a d d と

、 友 人 の利 用者識 別情報 U I D a とが対応付 け られ て記憶 され て い る。 メ ッ

セー ジ表 示 システ ム 1 0 0 にお けるサ ー ビスの提供 を受 けるため には、 利 用

者登録 を行 う必要 があ る。 C P U 3 0 は、 利 用者登録 が行 われ る と、 利 用者

テ 一 プル T B L 1 1 に各種情報 を書 き込 む。 また、 ァバ タ一の画像 は利 用者

登録 の際 に利 用者 が設 定 す る。

[0029] 図 4 に外部 アカ ウ ン トテ 一 プル T B L 1 2 のデ ー タ構 造 を示 す。 この図 に

示 す よ うに外部 アカ ウ ン トテ 一 プル T B L 2 には、 利 用者識 別情報 U I D

a と外部 アカ ウ ン ト情報 とが対応付 け られ て記憶 され て い る。 外部 ァカ ウ ン

卜情報 は、 外部 サ ーバ装 置 3 B 、 3 C 、 3 D に ア クセ ス した際 に、 サ ーバ



装 置 3 A が 利 用 者 に 代 わ っ て 外 部 サ ー バ 装 置 3 B 、 3 C 、 3 D か ら認 証 を

得 る た め に 必 要 な ア ク セ ス 卜一 ク ン な ど の 情 報 と、 外 部 サ ー バ 装 置 に お け る

利 用 者 識 別 情 報 と の 組 か らな る 。 後 述 す る よ う に 外 部 サ ー バ 装 置 の メ ッ セ 一

ジ 情 報 を 取 得 す る た め に メ ッ セ ー ジ 表 示 シ ス テ ム 1 0 0 に 対 して 利 用 者 の 代

理 で 許 可 さ せ る た め の 外 部 ア カ ウ ン ト認 証 を 行 う。 外 部 サ ー バ 装 置 は 利 用 者

が 入 力 した 利 用 者 識 別 情 報 とパ ス ヮ 一 ドと を 確 認 して ア ク セ ス 卜一 ク ン を 発

行 し、 ア ク セ ス 卜一 ク ン を サ ー バ 装 置 3 A に 通 知 す る 。 利 用 者 識 別 情 報 U I

D b ~ U I D d は 外 部 サ ー バ 装 置 3 B ~ 3 D に そ れ ぞ れ 対 応 す る 。 な お 、 本

実 施 形 態 で は 、 サ ー バ 装 置 3 A が 利 用 者 に 代 わ っ て 外 部 サ ー バ 装 置 3 B 、 3

C 、 3 D か ら認 証 を 得 る た め に 外 部 ア カ ウ ン ト認 証 を 行 っ て い る が 、 サ 一

バ 装 置 3 A が 利 用 者 に 代 わ っ て 外 部 サ ー バ 装 置 3 B 、 3 C 、 3 D か ら認 証

を 得 る こ と が 可 能 な 他 の 方 法 を 用 い て も 良 い 。

[0030] 図 4 に 示 す 例 で は 、 利 用 者 識 別 情 報 U I D a が 「扁 議 1」 の 利 用 者 は 外 部

サ ー バ 装 置 3 B 及 び 3 C か ら メ ッ セ ー ジ 情 報 を 取 得 す る こ と を 登 録 して お り

、 利 用 者 識 別 情 報 U I D a が 「A000002 」 の 利 用 者 は 外 部 サ ー バ 装 置 か らの メ

ッ セ 一 ジ 情 報 の 取 得 に つ い て 未 登 録 で あ り、 利 用 者 識 別 情 報 U I D a が 「A00

0003 」 の 利 用 者 は 外 部 サ ー バ 装 置 3 D か らの メ ッ セ ー ジ 情 報 を 取 得 す る こ と

を 登 録 して い る 。

ま た 、 ア バ タ 一 テ 一 プ ル T B L 1 3 に は 、 ア バ タ ー の 画 像 を 示 す ア バ タ 一

画 像 デ ー タ G a と、 当 該 ア バ タ 一 画 像 の 画 像 識 別 子 G a I D が 対 応 付 け られ

て 記 憶 さ れ て い る 。

[0031 ] 次 に 、 メ ッ セ ー ジ デ ー タ ベ ー ス D B に は 、 利 用 者 識 別 情 報 U I D a と メ ッ

セ 一 ジ 情 報 と が 対 応 付 け て 記 憶 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 メ ッ セ 一 ジ 情 報 に

は メ ッ セ ー ジ I D が 付 与 さ れ て お り、 利 用 者 識 別 情 報 U I D a と メ ッ セ ー ジ

D と が 関 連 付 け られ て い る 。 さ ら に 、 利 用 者 識 別 情 報 U I D a に は 、 そ の

利 用 者 が 参 加 す る ス レ ツ ドを 特 定 す る ス レ ツ ド情 報 が 対 応 づ け られ て い る 。

す な わ ち 、 メ ッ セ ー ジ デ ー タ ベ ー ス D B は 、 利 用 者 の 識 別 情 報 及 び ス レ ッ ド

を 特 定 す る ス レ ツ ド情 報 と メ ッ セ 一 ジ 情 報 と を 対 応 づ け て 管 理 す る 管 理 部 と



して機能する。但 し、このメッセージデータベースD B に記憶されるメッセ

—ジ情報は、メッセージ表示システム 1 0 0 の利用者間のメッセージの授受

に関するものであって、外部サーバ装置 3 B、 3 C、 3 D より取得 したメ

ッセージ情報は含まれていない。

[0032] 図 6 に端末装置 2 の構成を示す。端末装置 2 は、装置全体を制御するC P

U 2 0 、 C P U 2 0 の作業領域として機能するR A M 2 1、プ一 卜プロダラ

厶などを記憶 したR O M 2 2 、各種のプログラムやデータを記憶する記憶装

置 2 3 、テンキーなどを含む入力部 2 4 、画像を表示するとともにタツチパ

ネルを構成するディスプレイ 2 5 、及び通信網 1 を介 して外部の装置と通信

を行う通信ィンタ一フエ一ス 2 6 を備える。

[0033] また、記憶装置 2 3 には、アバタ一テ一プル T B L が記憶されている

。アバタ一テ一プル T B L 2 1 には、ァバタ一画像データG a と当該アバタ

—画像の画像識別子G a I D とが対応付けられて記憶されている。C P U 2

0 は、表示制御部として機能 し、メッセージ （メッセージの内容）をデイス

プレイ 2 5 に表示する場合に、利用者のァバタ一を表示させる。この際、ァ

バタ一テ一プル T B L 2 1 を参照 して、利用者識別情報 U I D a に対応する

画像識別子G a I D のァバタ一画像データG a が記憶されているかを判定 し

、記憶されていない場合には、画像識別子G a I D をサーバ装置 3 A に送信

してアバタ一画像データG a を取得 し、アバタ一テ一プル T B L 2 に記憶

する。これによつて、端末装置 2 において必要なァバタ一画像データG a が

アバタ一テ一プル T B L に記憶される。

[0034] < - ：メッセージ表示システムの動作>

次に、メッセージ表示システム 1 0 0 の動作を説明する。図 8 に外部サ一

ビスの登録に関する動作シーケンスを示す。この例では、端末装置 2 の利用

者が外部サーバ装置 3 B で提供するサービス b をメッセージ表示システム 1

0 0 に登録するものとする。

[0035] 端末装置 2 の利用者が、ウェブブラウザなどのアプリケーションを起動 し

て、サーバ装置 3 A が提供するログインページにアクセスすると、端末装置



2 のディスプレイ 2 5 には、ログイン画面が表示される。このログイン画面

には、利用者識別情報 U I D a とパスワー ドP S W とを入力する入力ボック

スが表示される。利用者が、入力ボックスに入力 して送信ボタンを押すと、

端末装置 2 は、入力 した利用者識別情報 U I D a 及びパスワー ドP S Wを含

む口グイン要求をサーバ装置 3 A に送信する。

[0036] ログイン要求をサーバ装置 3 A が受信すると、サーバ装置 3 A は認証処理

を実行する （S 1 ) 。具体的には、C P U 3 0 は、利用者テ一プル T B L 1

を参照 して、利用者が入力 した利用者識別情報 U I D a とパスワー ドP S

W との組が記憶されているか否かを判定 し、判定条件を充足する場合には口

グィンを許可 し、判定条件が充足されない場合にはログインを拒絶する。そ

して、C P U 3 0 は判定結果を示す口グイン応答を端末装置 2 に送信させる

。なお、図 8 に示す例では、ログインが許可されたものとする。

[0037] この後、利用者がメニューを選択 して外部サ一ビスの登録画面を選択 した

とする。図 9 に登録画面の一例を示す。この図に示すように登録画面にはボ

タン2 1 0 ~ 2 1 2 が表示され、いずれの外部サービスを選択するかを利用

者に促す。ここで、利用者がボタン2 1 0 をクリックして外部サービス b を

選択 したとする （S 2 ) 。すると、C P U 2 0 は、外部サービス b について

登録することを示す外部サ一ビス登録要求をサーバ装置 3 A に送信させる。

[0038] 登録要求を受信 したサーバ装置 3 A は、利用者に代わってサーバ装置 3 A

が外部サ一ビスにアクセスする為の認証要求を外部サーバ装置 3 B に送信 し

、認証要求を受信 した外部サーバ装置 3 B は、 リクエス ト卜一クンを発行す

る （S 3 ) 。そして、サーバ装置 3 A は、 リクエス ト卜一クンがパラメータ

に付加された外部サーバ装置 3 B の認証画面のU R L に端末装置をアクセス

させる （リダイレク ト）転送処理 （S 4 ) を実行する。図 1 0 に認証画面の

一例を示す。

[0039] この図に示すように、認証画面には、利用者識別情報を入力するための入

力ボックス 2 2 0 と、パスヮ一 ドを入力するための入力ボックス 2 2 と、

ログインボタン2 2 2 と、キャンセルボタン2 2 3 が表示される。利用者が



入力ボ ックス 2 2 0 に外部サ一 ビス b に対応する利用者識別情報 U I D b を

入力すると共に入力ボ ックス 2 2 1 にパスワー ドを入力 して （S 5 ) 、 ログ

インボタン 2 2 2 を押すと、端末装置 2 は認証要求を外部サーバ装置 3 B に

対 して送信する。

[0040] 外部サーバ装置 3 B が認証要求を受信すると、認証要求に含 まれる利用者

識別情報 U I D b とパスワー ドP S W との組に基づいて、外部サーバ装置 3

B は正当な利用者であるか否かを判定する （S 6 ) 。 この例では、正当な利

用者 を想定する。 この場合、外部サーバ装置 3 B は、 リクエス ト卜一クンを

認可 し、認可済みの リクエス ト卜一クンがパラメータに付加されたサーバ装

置 3 A の登録画面の U R L に端末装置をアクセスさせる （リダイ レク ト）。

サーバ装置 3 A は、 アクセス権 を有するアクセス 卜一クン要求を外部サ一

バ装置 3 B に送信する。 アクセス 卜一クン要求を受信 した外部サーバ装置 3

B は、利用者識別情報 U I D b な どの認証情報及び認可済みの リクエス ト卜

—クンに基づいて、 アクセス 卜一クンを発行 し （S 7 ) 、発行 したアクセス

卜一クンをサーバ装置 3 A に送信する。

[0041 ] サーバ装置 3 A は、 アクセス 卜一クンを受信すると、外部サーバ装置 3 B

における利用者識別情報 U I D b を外部サーバ装置 3 B か ら取得 し、当該利

用者識別情報 U I D b とアクセス 卜一クンとの組をサーバ装置 3 A の利用者

識別情報 U I D a と対応づけて外部 ァカウン 卜テ一プル T B L 1 に記憶す

る （S 8 ) 。

[0042] 次 に、図 1 1 にメッセージを表示する動作シーケンスを示す。 ログイン要

求→認証処理 （S 1 ) → ログイン応答 までの処理は、図 8 を用いて説明 した

外部サー ビスの登録 と同様であるので、 ここでは説明を省略する。

端末装置 2 の利用者 （以下、説明の便宜上、 「利用者 A 」 という場合があ

る）がメニュー画面において掲示板等での投稿記事、 メール、チャッ トとい

つたメッセージの種別を選択すると、端末装置 2 は、選択された種別のメッ

セージについて、利用者 A か らス レッ ドの表示に関する指示を受け付ける （

S ) 。次に、端末装置 2 は閲覧要求をサーバ装置 3 A に送信する。サ一



バ装置 3 A が閲覧要求を受信すると、C P U 3 0 は利用者 A の利用者識別情

報 U I D a に対応する外部アカウン トの登録があるか否かを外部アカウン ト

テ一プル T B L 2 を検索することによって判定する （S 2 2 ) 。

[0043] 判定結果が否定を示す場合、C P U 3 0 は、後述のサービス提供処理 （S

2 6 ) を実行する。一方、判定結果が肯定を示す場合、C P U 3 0 は、サ一

バ装置 3 A における利用者識別情報 U I D a に対応する外部サ一ビスの外部

アカウン ト情報を外部アカウン トテ一プル T B L 1 2 から取得する （S 2 3

) 。この外部アカウン ト情報は、アクセス 卜一クンと利用者 A の利用者識別

情報 U I D b との組からなる。複数の外部アカウン ト情報が登録されている

場合には、登録されている全てのアカウン ト情報を取得する。この例では、

外部サーバ装置 3 B の外部アカウン ト情報を取得 したものとする。

[0044] この後、サーバ装置 3 A は、利用者識別情報 U I D b とアクセス 卜一クン

を含む閲覧要求を外部サーバ装置 3 B に送信する。閲覧要求を外部サーバ装

置 3 B が受信すると、外部サーバ装置 3 B は、アクセス 卜一クンを用いて認

証処理を実行する。正当な利用者である場合には、外部サーバ装置 3 B は、

抽出処理を実行する （S 2 4 ) 。

[0045] 具体的には、利用者 A の利用者識別情報 U I D b に関連するメッセージ情

報を抽出する。具体的には、利用者 A に関連する全てのスレッドに含まれる

メッセージに関するメッセージ情報を抽出する。

外部サーバ装置 3 B は抽出処理で抽出されたメッセージ情報及びその利用

者識別情報 U I D b の組を含む閲覧応答をサーバ装置 3 A に送信する。

[0046] この後、サーバ装置 3 A は、 U I D変換処理を実行する （S 2 5 ) 。閲覧

応答には、外部サーバ装置 3 B で用いられる利用者識別情報 U I D b が含ま

れている。メッセージ表示システム 1 0 0 の利用者であって、且つ、外部サ

—ビス b に登録 した利用者については、外部アカウン トテ一プル T B L 1

に利用者識別情報 U I D a と利用者識別情報 U I D b とが対応付けられて記

憶されている。 U I D変換処理において、C P U 3 0 は、外部アカウン トテ

—プル T B L 1 2 を参照 して、外部サーバ装置 3 B から取得 した利用者識別



情報 U I D b をサーバ装置 3 A で用いられる利用者識別情報 U I D a に変換

して、出力する。但 し、利用者識別情報 U I D b のうち対応する利用者識別

情報 U I D a が存在 しないものについては、そのことを示す不存在識別情報

N I D に変換する。これにより、外部サーバ装置 3 B から取得 したメッセ一

ジ情報及び利用者識別情報 U I D b の組のうち、利用者識別情報 U I D b は

、利用者識別情報 U I D a 又は不存在識別情報 N I D に変換される。

[0047] 次に、サーバ装置 3 A は、サ一ビス提供処理を実行する （S 2 6 ) 。具体

的には、C P U 3 0 は、メッセージデータベースD B を参照 して、端末装置

2 の利用者 A の利用者識別情報 U I D a と対応づけて記憶されたメッセージ

情報を読み出す。さらに、C P U 3 0 は、利用者テ一プル T B L 1 1 を参照

して、端末装置 2 の利用者 A の利用者識別情報 U I D a と対応づけて記憶さ

れた友人の利用者識別情報 U I D a を読み出す。次に、C P U 3 0 は、メッ

セージデータベースD B を参照 して、友人の利用者識別情報 U I D a に対応

づけて記憶されたメッセージ情報を取得する。また、利用者テ一プル T B L

を参照 して、利用者識別情報 U I D a に関連付けられた画像識別子G a

I D を取得する。このようにして、C P U 3 0 は、メッセージデータベース

D B から読み出したメッセ一ジ情報と外部サーバ装置 3 B から取得 したメッ

セージ情報、及びアバタ一画像に関する情報を取得 し、これらを含む閲覧応

答を端末装置 2 に送信する。各メッセージ情報には、対応する利用者識別情

報 U I D a 又は不存在識別情報 N I D が関連付けられており、この識別情報

も閲覧応答に含まれる。

[0048] 端末装置 2 が閲覧応答を受信すると、C P U 2 0 は、メッセ一ジ情報に対

応する利用者識別情報 U I D a に関連付けられた画像識別子G a I D のアバ

タ一画像データG a がアバタ一テ一プル T B L 2 に記憶されているか否か

を判定 し、記憶されている場合には当該アバタ一画像データG a を取得する

( S 2 7 ) 。アバタ一テ一プル T B L に記憶されていない画像識別子G

a I D がある場合には、端末装置 2 は、記憶されていない画像識別子G a I

D をァバタ一画像要求に含ませてサーバ装置 3 A に送信する。



[0049] ァバ タ一画像要求をサーバ装置 3 A が受信すると、 C P U 3 0 は、 ァバタ

—画像抽出処理 を実行する （S 2 8 ) 。 この場合、 C P U 3 0 は、 ァバタ一

テ一プル T B L 3 を参照 して画像識別子 G a I D に対応するァバタ一画像

データを読み出す。そ して、 C P U 3 0 は、読み出 したァバタ一画像データ

と画像識別子 G a I D の組を含むアバタ一画像応答を端末装置 2 に返信する

ァバタ一画像応答を端末装置 2 が受信すると、 C P U 2 0 は、 アバタ一テ

—プル T B L 2 にァバタ一画像応答に含 まれるァバタ一画像データと画像

識別子 G a I D の組を記憶する。

[0050] この後、端末装置 2 の C P U 2 0 は表示処理 を実行する （S 2 9 ) 。図 1

2 に表示処理 によって端末装置 2 のデ ィスプレイ 2 5 に表示される画面の一

例 を示す。 この図に示すように画面にはス レツ ド毎 にサークル C を表示 し、

その内部 に当該ス レツ ドに参加する者のアバタ一を表示させる。各サークル

C は、ス レッ ドに属するァバタ一画像 （利用者画像）を表示するために設け

られ、ス レッ ドごとに別々に設けられたス レッ ド表示領域 に該当する。つま

り、 C P U 2 0 は、表示の対象 となるス レッ ド （この例では複数のス レッ ド

) に含 まれる各メッセージの送信者 を示す利用者画像 をス レツ ドごとに別々

に設けられたス レツ ド表示領域 に表示させるように制御する表示制御部 と し

て機能する。

また、ス レッ ドに含 まれるメッセージ情報の数 （すなわち、 メッセージの

数）に応 じて各サークル C の大 きさが変化するようになっている。複数のス

レッ ドの表示順序は、各ス レッ ドにおける最新のメッセ一ジ情報の送信時間

が新 しい順 に、画面の最上部か ら並べてある。 また、利用者が画面をスライ

ドさせれば、画面がスクロール して他のス レツ ドの状況が把握できるように

なっている。

[0051 ] 図 1 3 に表示処理の処理内容を示す。 まず、端末装置 2 の C P U 2 0 は、

各ス レッ ドに含 まれるメッセ一ジ情報の時間情報のうち最も新 しいものを特

定 し、特定 した時間情報 を比較 して、最新の時間情報 に対応するス レッ ドが



最上部に位置 し、時間順に並ぶようにスレッドの表示順を決定する （S 3 1

)

次に、C P U 2 0 は、各スレッドに含まれるメッセージ情報の数を計数 し

( S 3 2 ) 、計数値に応 じてサークルの大きさを決定する （S 3 3 ) 。なお

、C P U 2 0 はサークルC に表示されるアバターの数に応 じてサークルC の

面積を変化させてもよい。すなわち、メッセージ情報やアバターの数が増加

すると、サークルC の面積を増加させる。

[0052] さらに、C P U 2 0 は利用者識別情報 U I D a に対応するァバタ一画像を

特定する （S 3 4 ) 。具体的には、C P U 2 0 はメッセージ情報に対応する

利用者識別情報 U I D a に対応する画像識別子G a I D のァバタ一画像デ一

タG a をアバタ一テ一プル T B L 2 1 から読み出す。また、メッセージ情報

に不存在識別情報 N I D が関連付けられている場合には、予め定められたァ

バタ一画像を示すアバタ一画像データを読み出す。例えば、図 1 2 において

影で示 したアバタ一A X が予め定められたァバタ一画像に該当する。

[0053] 上述 したように、この例では、メッセ一ジ情報は外部サーバ装置から取得

したものも含む。つまり、メッセージ情報は、メッセージ表示システム 1 0

0 外の外部サービスである外部サーバ装置 3 B ， 3 C , 3 D によって管理

される場合がある。そのような場合には、メッセージ表示システム 1 0 0 の

利用者でない者が送信 したメッセージがスレツドに含まれることがあるが、

このメッセージに対応する利用者識別情報 U I D b には対応する利用者識別

情報 U I D a が存在 しない。このため、上述のU I D変換処理において、利

用者識別情報 U I D b は、サーバ装置 3 A のC P U 3 0 により不存在識別情

報 N I D に予め変換されている。

そこで、本実施形態では、メッセージ情報に不存在識別情報 N I D が対応

付けられている場合、すなわち、このメッセージの送信者がメッセージ表示

システム 1 0 0 の非利用者の場合には、予め定められた利用者画像を取得す

るようにしている。つまり、C P U 2 0 及びC P U 3 0 は、メッセージ情報

が、メッセ一ジ表示システム外の外部サ一ビスで管理されている場合に、表



示の対象となるスレツドに含まれるメッセ一ジの送信者の識別情報に対応す

る利用者画像を前記記憶部から取得できないときは、メッセ一ジの送信者の

識別情報に対応する利用者画像を取得できないときの為に予め定められた利

用者画像を表示させるように制御する表示制御部として機能する。

[0054] 次に、C P U 2 0 は、時間情報に基づいて、最初にメッセージを送信 した

者 （投稿であれば投稿者が該当）からの距離が、メッセージの応答が最近の

者程近 くなるようにァバタ一を配置する （S 3 5 ) 。ここで、最初にメッセ

—ジを送信 した者 （投稿者）のァバタ一だけ、画面に背を向け、他のアバタ

—は最初にメッセージを送信 した者の方向に向くように配置することで、最

初にメッセ一ジを送信 した者のアバタ一を識別 し易く表示することが好まし

し、。更に、C P U 2 0 は最初にメッセージを送信 した者に目印S を付加する

( S 3 6 ) 。これにより、最初にメッセージを送信 した送信者を他の者と区

別 して表示することが可能となり、メッセージの種別が掲示板等での投稿記

事であれば投稿者を一見 して見つけることができる。

[0055] また、スレッドごとに別々に設けられたサークルC (スレッド表示領域）

に、メッセ一ジ情報を送信 した利用者の数に応 じた数のアバタ一 （利用者画

像）が表示される。このため、多数の利用者がメッセージを送信するスレツ

ドは、利用者画像が多数表示されるため混み合つており、メッセージの少な

いスレッドは、利用者画像の数が少なく閑散としている。すなわち、どれだ

け多くの利用者がメッセージを送信 したかを視覚的に分かり易く表示するこ

とが可能であり、利用者はコミュニケーションの広がりを視覚的に容易に把

握することができる。また、サークルC には、利用者ごとに異なる利用者画

像を使用 して、どれだけ多くの利用者がメッセージを送信 したかが表示され

る。このため、単一の利用者画像を使用 した場合に比べて、コミュニケ一シ

ヨンの広がりを視覚的により容易に把握することができる。また、本実施形

態では、メッセージ表示システム 1 0 0 の非利用者であっても予め定められ

た利用者画像を取得 して表示するので、非利用者を含めたコミュニケ一ショ

ンの広がりを視覚的に分かり易く知ることが可能となる。また、利用者は一



見 して非利用者がどの程度、メッセージを送信 しているかを知ることができ

る。

[0056] さらに、サークルC の面積はメッセージを送信 した利用者の数に応 じて変

化する。このため、コミュニケーションが盛んなスレッドはサークルC (ス

レッド表示領域）が拡大するので、コミュニケーションの広がりを視覚的に

分かり易く知ることが可能となる。

[0057] 次に、メッセ一ジの種別が掲示板等での投稿記事である場合について説明

する。図 1 2 に示す画面において、 「サービス a 掲示板」のサークルC をタ

ップすると、図 1 4 に示す掲示板画面が表示される。掲示板画面は、サ一ク

ルC (スレツド表示領域）の上部にメッセ一ジ表示領域 B が設けられており

、そこには、掲示板への投稿や応答が表示されるようになっている。つまり

、スレツド単位で利用者画像とメッセージとが同一の画面で表示されるため

便利である。

この例では、メッセージM 6 、メッセージM 5 、メッセージM 4 が表示さ

れる。また、メッセージM 6 ~ M 4 の各々に対応するアバターがA 6 ~ A 4

であり、目印S が付加された投稿者のァバタ一A 0 に対 してァバタ一A 6 、

A 5 、 A 4 の順に配置されており、メッセージM 6 、 M 5 、 M 4 の順に新 し

い応答である。これにより、メッセージとァバタ一 （利用者画像）とを関連

付けることができるので、利便性が向上する。なお、サークルC におけるァ

バタ一A 0 ~ A 6 の配置については、図 1 3 を参照 して説明 した方法と同様

であるので、説明を省略する。

[0058] また、図 2 0 に示すように、投稿者がメッセージに添付 した画像データ （

メッセ一ジに付属する画像データ）に基づいて、画像表示領域X に画像を表

示 しても良い。なお、投稿に対する応答に画像データが添付されている場合

は、その画像データに添付された画像を表示 しても良い。この場合、応答者

が添付 した画像はサ一クルC (スレッド表示領域）の周辺に表示 してもよい

し、あるいは、時系列に表示されるメッセージM 6 、 M 5 、 M 4 の横に表示

してもよい。



[0059] 次 に、利用者がメッセージ表示領域 B にタツチ して指を上下に動かすと、

メッセージ表示領域 B に表示されるメッセージが時系列に沿 ってスクロール

するようになつている。 この場合、 C P U 2 0 は、 メッセージ表示領域 B に

表示されるメッセ一ジが変更されると、 メッセ一ジ表示領域 B の最下段 （所

定位置）に表示されるメッセージが送信 された時点において当該ス レツ ドに

含 まれるメッセージ情報 に応 じて、 ァバタ一を表示する。 このように、 メッ

セージを時系列に沿 って変更可能に表示させる構成 と したので、 メッセージ

が多数ある場合でもメッセ一ジ表示領域 B を拡大する必要がない。 よって、

サークル C (ス レッ ド表示領域）の面積 を十分確保することができる。

[0060] また、当該時点におけるメッセージの数 に応 じてサークル C (ス レッ ド表

示領域）の面積 を変化させる。つまり、 メッセージの数が多いと、サークル

C の面積 を拡大 し、逆にメッセージの数が少ないと、サークル C の面積 を縮

小する。なお、サークル C (ス レッ ド表示領域）の面積は、ス レッ ドに含 ま

れているワンク リック応答の数 に応 じて変化させてもよい。つまり、 ワンク

リック応答の数が多いと、サークル C の面積 を拡大する。 これにより、文字

入力に拠 らないコミュニケーシ ョン （例えば、 「ィイネ ！」）の回数 に応 じ

てス レツ ド表示領域の面積 を定めるので、文字入力に拠 らない簡易なコミュ

二ケ一シ ヨンを取 り込んだコミュニケーシ ョンの広が りを視覚的に分か り易

く知ることが可能 となる。 また、 この場合にも、時系列に沿 ってス レッ ド表

示領域の面積 を変化させるので、ス レツ ドのコミュニケーシ ョンの広が りを

時間経過 と関連付けて知ることができる。

また、 メッセ一ジ表示領域 B に表示されるメッセ一ジに添付された画像 を

画像表示領域 に表示 しても良い。

[0061 ] 例 えば、図 1 5 に示すように最新のメッセージがメッセージM 1 になるま

でメッセ一ジ表示領域 B に表示されるメッセージを利用者が変更 したとする

と、サークル C の面積はメッセージM が送信 された時点でのス レツ ドに含

まれるメッセージの数 「2 」に応 じたものとなる。 このように表示されるメ

ッセージの変更に応 じてサークル C の面積 を変化させることにより、ス レツ



ドにおけるコミュニケーションの程度の変化を時間経過に伴って視覚的には

把握することができる。つまり、スレッドのコミュニケーションを時間経過

と関連付けて知ることができる。

[0062] また、図 1 4 及び図 1 5 に示す掲示板画面において利用者が入力ボックス

3 0 にテキス トを書き込み、送信ボタン3 4 を押すと、メッセージが端

末装置 2 から外部サーバ装置 3 B に送信されるようになっている。

[0063] さらに、ボタン3 1 ~ 3 2 は、文字入力に拠 らないコミュニケ一ショ

ンを図るためのボタン （アイコン）である。ボタン3 1 1 を押 した場合には

、 「ィイネ ！」ボタンが押されたことを示す情報が送信され、ボタン3 1 2

を押 した場合には、 「W h y ？」ボタンが押されたことを示す情報が送信さ

れ、ボタン3 1 2 を押 した場合には、 「B a d 」ボタンが押されたことを示

す情報が送信される。つまり、利用者が選択 したアイコンに応 じて、文字入

力に拠 らないメッセージ （第 3 メッセージ）が送信される。このようにして

送信される文字入力に拠 らないコミュニケーション用のメッセージも通常の

メッセージと同様に計数 してサークルC の面積を可変 してもよい。

[0064] このような定型文のメッセージはボタンで表示されるため、利用者はこの

ボタンを押すだけで文字入力 （テキス ト入力）の必要なく、コミュニケ一シ

ヨンに簡単に参加することができる。また、掲示板の会話に当事者として参

加 しなくても、単にメッセージへの賛成や反対、良 し悪 しの評価を示すなど

、第三者の立場で参加することができる。このような文字入力に拠 らないメ

ッセージ （第 3 メッセージ）の数が多いほど、掲示板の参加者以外からも注

目され、コミュニケーションが全体として活発な掲示板であると云える。よ

つて、この態様によれば、文字入力に拠 らないコミュニケーションの回数を

含めてスレツド表示領域の面積を定めるので、文字入力に拠 らない簡易なコ

ミュニケ一シヨンを取り込んだコミュニケーションの広がりを視覚的に分か

り易く知ることが可能となる。

[0065] なお、図 1 4 及び図 1 5 では、 「ィイネ ！」、 「W h y ？」、 「B a d 」

といった定型文のメッセージの例を示 したが、定型文に限らず、絵文字や記



号等によって表されるメッセージであってもよい。例えば、 「ィイネ ！」の

代わりに拍手の絵、 「W h y ？」の代わりに 「？」マーク、 「B a d 」の代

わりに親指を下に向けた手の絵であってもよい。なお、定型文がボタンとし

て表示されるメッセージ、及び絵文字や記号等によって表されるメッセージ

は、いずれも文字入力に拠 らないメッセージ （第 3 メッセージ）に含まれる

[0066] また、利用者が図 1 4 に示すボタン3 3 0 をクリックすると、C P U 2 0

はこれを検知 して、例えば、図 1 6 に示す動作選択画面をディスプレイ 2 5

に表示させる。動作選択画面は、アバターに付与する動作を選択するための

画面である。円環状のダイヤル部 4 0 0 は複数の領域に区画されており、そ

れぞれの領域にはアバターに付与する動作情報が割り当てられている。この

円環状のダイヤル部 4 0 0 を指でタツチ してスライ ドさせることによって、

回転するようになっている。中心の領域 4 1 0 には、指示部 4 2 0 で示す領

域に割り当てられた動作情報に基づいたアバターの動作が表示される。つま

り、指示部 4 2 0 で示す領域に割り当てられた動作が選択されるようになつ

ている。

[0067] 選択の対象となる各動作には動作情報が割り当てられている。動作を選択

した場合には、C P U 2 0 は、投稿や応答のメッセ一ジ情報に動作情報を含

ませて送信する。これを受信 したサーバ装置 3 A は利用者識別情報 U I D a

と対応付けてメッセ一ジ情報を記憶する。

また、閲覧応答として動作情報を含む閲覧応答を端末装置 2 が受信すると

、 C P U 2 0 は、各メッセージ情報に含まれる動作情報に基づいて、ァバタ

—を動作させるように制御する。

これにより、図 1 4 に示す掲示板画面において、サークルC に表示される

各ァバタ一A 0 ~ A 6 に動作を付与することができ、メッセージを読まなく

ても、スレツド表示を一見するだけでスレツドへの参加者各人がどのような

感情を抱いているかを一見 して知ることができる。

[0068] なお、動作は感情に関するものに限られるものではなく、例えば、体を揺



らしてリズムをとる動作や、屈伸運動の膝を曲げる動作、何かを探すように

キヨ口キヨ口見渡す動作など、任意の動作をアバターに実行させても良い。

投稿に対する応答は、同一の利用者が複数回行うことがある。このため、同

—の利用者において、あるメッセージ情報に付加される動作情報では 「怒り

」を指定 し、他のメッセージ情報に付加される動作情報では 「喜び」を指定

する場合、C P U 2 0 は最新のメッセ一ジ情報を特定 し、特定 したメッセ一

ジ情報に付加された動作情報に基づいてァバタ一を動作させればよい。ある

いは、C P U 2 0 は、同一の利用者の動作情報で指定される動作の割合を各

メッセージ情報に付加される動作情報に基づいて取得 し、取得 した割合に従

つてアバタ一の動作を切 り替えるようにしてもよい。例えば、 「怒り」と 「

喜び」の割合が 1 ：3 であるならば、アバターを 1 回 「怒り」の動作をさせ

、 3 回 「喜び」の動作をさせればよい。また、アバターの動作処理は、後述

するチヤッ卜とメールでも同様である。

[0069] 次に、メッセージの種別がチャットである場合について説明する。図 1 2

に示す画面において、 「外部サービス b チャット」のサークルC をタップす

ると、図 1 7 に示すチャット画面が表示される。チャット画面は、その上部

にメッセージ表示領域 B が設けられており、そこには、チャットの内容が時

系列で表示されるようになっている。この例では、メッセージM O、メッセ

—ジM 1、メッセージM 3 が表示される。また、メッセージM O，M 1 の各

々に対応するアバターがA 0 , A であり、目印S が付加されたァバタ一A 0

が最初にメッセージを送信 （投稿） した投稿者である。なお、サークルC に

おけるァバタ一A 0 , A 1 , A X の配置については、図 1 3 を参照 して説明 し

た方法と同様であるので、説明を省略する。

[0070] チャット画面も上述 した掲示板画面と同様に、利用者がメッセ一ジ表示領

域 B にタツチ して指を上下に動かすと、メッセージ表示領域 B に表示される

メッセ一ジが時系列に沿つてスクロ一ルするようになつている。この場合、

C P U 2 0 は、メッセージ表示領域 B に表示されるメッセージが変更される

と、メッセ一ジ表示領域 B の最下段 （所定位置）に表示されるメッセ一ジが



送信 された時点において当該ス レツ ドに含 まれるメッセ一ジに応 じて、 アバ

タ一を表示する。 また、当該時点におけるメッセージ情報の数 （すなわち、

メッセ一ジの数）に応 じてサ一クル C (ス レッ ド表示領域）の面積 を変化さ

せる。なお、当該時点においてサークル C に表示されるアバターの数 に応 じ

てサークル C の面積 を変化させてもよい。すなわち、 メッセ一ジゃァバタ一

の数が増加すると、サークル c の面積 を増加させる。逆に、 メッセージの数

やアバターの数が減少すると、サークル C の面積 を縮小させる。

[0071 ] 次 に、 メッセージの種別がメールである場合について説明する。図 1 2 に

示す画面において、 「サー ビス a メール」のサークル C をタップすると、図

8 に示すメール画面が表示される。 メール画面は、その上部 にメッセージ

表示領域 B が設けられてお り、そこには、 メールの内容が時系列で表示され

るようになっている。 この例では、 メッセージM O、 メッセージM 1 、 メッ

セージM 2 が表示される。 また、 メッセージM O及びM 2 に対応するァバタ

—が A 0 であ り、 目印 S が最初にメールを送信 した者のアバタ一 A 0 である

。 メール表示についても、ス レッ ドに属するメッセージ情報の数 （メッセ一

ジの数）に応 じてサークル C の面積 を可変 と してもよい。

[0072] < 2 . 変形例 >

本発明は上述 した実施形態に限定されるものではな く、以下の変形が可能

である。 また、各変形例は適宜組み合わせることができる。

( 1 ) 上述 した実施形態では、利用者 に対応づけられた画像の一例 と してァ

バタ一を用いたが本発明はこれに限定されるものではな く、利用者 を区別す

る手がか りとなる利用者画像 に対応づけられたであればどのようなものであ

つてもよい。例えば、 「絵」や 「図形」など、投稿者や応答者 を視覚的に表

すことが可能な他の手法を用いても良い。

[0073] ( 2 ) 上述 した実施形態では、誰かがメッセージに対 して応答する （コメン

卜を書 き込むなど） と、最初にメッセージを送信 した者 （例えば、投稿者）

のアバターの周辺に、応答者のアバターが表示され、最初にメッセージを送

信 した者 に近い位置か ら順 に応答者のアバターが配置されたが、本発明はこ



れに限定されるものではな く、例えば、応答 した回数が多い応答者のアバタ

—ほど、投稿者のァバタ一の近 くに配置するなど、任意の位置にァバタ一を

配置 してもよい。

[0074] ( 3 ) また、ァバタ一を図 1 9 に示すようにマスコッ トO b 1と識別標識 O b2

との組み合わせで表現 してもよい。マスコッ トO b 1は、人間の外形を模擬 し

た立体的な表示対象 （オブジェク ト）であり、識別標識 O b2は、利用者を識

別するための識別画像 G A (第 1 メッセージまたは第 2 メッセージの送信者に

対応 した画像）を略矩形状の枠部 G Bで包囲 した平面的な表示対象である。識

別標識 O b2はマスコッ トO b 1の近傍 （上方）に配置される。 ここで識別画像

G Aには、例えば、SNS上でユーザが自らを表示するために登録 しているプロ

フィ一ル画像 （似顔絵や写真など）を用いてもよい。 この場合、マスコッ ト

O b 1は汎用の形状を採用する画像 （汎用のボディ一形状画像，body shape g r

aph i cs o r i mage) である。よって、動作を付加する場合に 「怒 り」 「喜び」

といった動作パターン毎の動作データを統一させることができ、端末装置 2

における処理負荷を軽減することができる。 しかも、マスコッ トO b 1は 3 次

元で表現されるので、複雑な動きを付加できるといった利点がある。また、

プロフィ一ル画像で利用者を識別 し、アバターのボディ一については汎用の

画像を用いることにより複数の利用者に共通化 している。 このため、利用者

ごとに異なるァバタ一画像を用いる場合と比較 して、データ量を全体として

圧縮することができる。

[0075] ( 4 ) 上述 した実施形態では、感情を表現するためにアバターを動作させた

が、本発明はこれに限定されるものではな く、表現すべき感情に応 じて、ァ

バタ一を表示する画面を変更するのであればどのようなものであってもよい

。例えば、アバターに吹き出 しの図形を付与 し、その色や形を感情に基づい

て変更 してもよい。また、ァバタ一自身の色を感情に基づいて変えてもよい

。例えば、怒 りの感情を抱 く場合に利用者画像を赤 く表示 し、冷静な感情を

抱 く場合に利用者画像を青 く表示すれば、スレツ ドで話題になっていること

について、メッセージを一々読まな くても、全体の傾向を瞬時に把握するこ



とができる。さらに、ハ一 卜を看板で表示するなどの方法で感情を表現 して

も良い。ここで、感情は図 1 6 に示す動作選択画面で指定すればよく、上述

した動作情報を感情を指定する情報として取り扱えばよい。

[0076] ( 5 ) 上述 した実施形態では、スレッドに含まれるメッセージの数やワンク

リック応答の回数に応 じてサークルC の面積を変更 したが、本発明はこれに

限定されるものではなく、青から赤といった色の変化、濃淡の変化、形の変

化などで表現 してもよい。

( 6 ) 上述 した実施形態では、スレッドに含まれるメッセージを最初に送信

した者に目印S を付与 したが、本発明はこれに限定されるものではなく、目

印S を付加 しなくてもよいし、あるいはマークの替わりにプロフィ一ル画像

を用いてもよい。

[0077] ( 7 ) 上述 した実施形態において、投稿及び応答は、メッセージ表示領域 B

に時系列に表示 したが、メッセ一ジ表示領域 B に表示される画像の位置を、

例えば、投稿者は右側、応答者は左側というように変えても良い。この場合

には、視覚的に投稿者と応答者とを区別することが可能となる。

( 8 ) 上述 した実施形態において、メッセ一ジ表示領域 B に表示 したメッセ

—ジに対応するアバターに矢印などのマークを付与 してもよい。この場合に

は、メッセージの内容とアバターとを対応付けて把握することが可能となる

[0078] ( 9 ) 上述 した実施形態において、サーバ装置 3 A は、メッセージデータべ

—スD B を備え、メッセージ表示システム 1 0 0 の利用者間でメッセージの

授受のサービスを提供 したが、本発明はこれに限定されるもではなく、メッ

セージ表示システム 1 0 0 が自らメッセージの授受を行わないものであって

もよい。この場合は、外部サーバ装置 3 B、 3 C、 3 D で提供されるサ一

ビスを統合 して提供するポ一タルサイ 卜としてメッセージ表示システム 1 0

0 は機能する。

[0079] ( 1 0 ) 上述 した実施形態では、動作選択画面において動作を選択すること

によって、アバターに感情を表現する動作を付与 したが、本発明はこれに限



定されるものではな く、 メッセージの内容 に基づいて、感情 を表現する動作

を付与 してもよい。 この場合、端末装置 2 の C P U 2 0 はメッセージの内容

を解析 し、解析結果 に応 じてァバ タ一に付与する動作 を決定 してもよい。 よ

り具体的には、怒 りや喜び といった感情 ごとにキ一ヮ一 ドを分類 したテープ

ル を記憶装置 2 3 に記憶 しておき、 このテ一プル を参照 して、 メッセ一ジの

内容か ら推定される感情 を特定 し、特定 した感情 に応 じた動作 をアバ ターに

付与 してもよい。 これによ り、利用者が動作 を選択 しな くても、 自動的に利

用者画像が動作するので、利用者の負担 を軽減 させることがで きる。

また、 メッセージの送信時に、喜びや怒 りといった感情 に対応 した送信ボ

タンを各種用意 し、 どの送信ボタンで送信 されたかによって感情 を特定 し、

特定 した感情 に応 じた動作 をァバ タ一に付与 してもよい。 これによ り、 メッ

セージを送信する際に利用者 自身が動作 を選択するので、利用者の意思が利

用者画像の動作 に忠実 に反映されることになる。

[0080] ( ) 上述 した実施形態では、端末装置 2 で表示すべ き画面は、 C P U 2

0 がメッセージ情報 に基づいて生成 したが、本発明はこれに限定されるもの

ではな く、サーバ装置 3 A において表示画面 を生成 し、 これを端末装置 2 に

送信するように してもよい。

また、上述 した実施形態では、 ァバ タ一画像データG a は、端末装置 2 の

アバ タ一テ一プル T B L 2 に格納 され、画像識別子 G a I D に基づいて利

用者 に応 じたアバ ター画像 を抽出 したが本発明は限定されるものではな く、

例 えば、端末装置 2 か らの要求に応 じてサーバ装置 3 A が端末装置 2 にアバ

タ一画像データG a を送信 してもよ く、 また、 メッセージ情報 に付随 してァ

バ タ一画像データG a をサーバ装置 3 A か ら端末装置 2 に送信 してもよい。

[0081 ] ( 1 ) 上述 した実施形態では、 アバ タ一テ一プル T B L 1 3 および T B L

において、画像識別子 G a I D とァバ タ一画像 （利用者画像）データG

a とを対応づけて記憶 したが、本発明はこれに限定されるものではな く、画

像識別子 G a I D の替わ りに利用者識別情報 U I D a を記憶 させるように し

てもよい。要は利用者 を識別する識別情報 とアバ ター画像 （利用者画像）デ



—タG a とを対応づけて記憶すればよい。

[0082] ( 1 3 ) 上述 した実施形態では、利用者の閲覧要求に対 して、サーバ装置 3

A のメッセージデータベースD B を参照 して、当該利用者と友人に対応づけ

て記憶されたメッセージ情報を読み出し、読み出したメッセージ情報を含む

閲覧応答を端末装置 2 に送信するようにした。本発明はこれに限定されるも

のではなく、端末装置 2 にてサーバ装置 3 A のメッセージデータベースD B

と同期 したメッセージデータベースD B を具備させ、利用者からのスレツド

の表示の指示に応 じて端末装置 2 のメッセ一ジデータべ一スD B を参照させ

るようにしてもよい。この場合、端末装置 2 のメッセージデータベースD B

には、サーバ装置 3 A のメッセージデータベースD B を参照 して、当該利用

者の利用者識別情報 U I D a と、友人の利用者識別情報 U I D a に対応づけ

て記憶されたメッセ一ジ情報のうち端末装置 2 側で記憶されていない新 しい

メッセージ情報を所定のタイミングで取得 して同期を取る。

なお、利用者の端末装置 2 から送信されたメッセージ情報は、そのまま端

末装置 2 のメッセージデータベースD B に記憶させるようにすれば、友人の

利用者識別情報 U I D a に対応づけられたメッセージ情報だけを同期を取る

ようにしてもよい。

このようなメッセージ表示システムでは、サーバ装置 3 A に接続 しなくと

も端末装置 2 のメッセ一ジデ一タベースD B に記憶されたメッセ一ジ情報に

基づいて、各メッセ一ジ情報の送信者を示す利用者画像をスレツドごとに分

けられたスレッド表示領域に表示させることができるようになる。また、外

部サーバ装置 3 B、 3 C 、 3 D より取得 したメッセージ情報についても、

端末装置 2 のメッセ一ジデ一タベースD B に記憶させるようにしてもよい。

符号の説明
[0083] 通信網、 2 端末装置、 3 A サーバ装置、 3 B , 3 C , 3 D 〜

外部サーバ装置 （外部のシステム）、 T B L 1 利用者テ一プル （第

2 記憶部）、 T B L 1 外部アカウン トテ一プル （第 3 記憶部）、 T B

L 3 , アバタ一テ一プル （記憶部、第 1記憶部）、 D B メッセ



—ジデータベー ス （管理部）、 2 0 , 3 0 C P U (表示制御部）、 2 5

デ ィスプ レイ （表示部）、 1 0 0 メ ッセージ表示 シ ステ ム （メッセ一

ジ管理 シ ステ ム ）。



請求の範囲

第 1 メ ッセージと当該第 1 メ ッセージに関連付 け られた一又は複数

の第 2 メ ッセ一ジの組 をス レツ ドと して表示するメッセ一ジ管理 シス

テムであ って、

利用者か らス レツ ドの表示 に関する指示 を受け付 ける指示受付部 と

前記指示受付部で受け付 けた前記指示 に応 じて、表示の対象 となる

ス レツ ドに含 まれる前記第 1 メ ッセージおよび前記第 2 メ ッセージの

送信者 に対応する利用者画像 をス レッ ド表示領域 に表示 させるように

制御するとともに、前記第 2 メ ッセージの内容 に応 じて前記利用者画

像 を動作 させるように制御する表示制御部 と、

を備 えるメッセージ管理 シ ステ ム。

前記表示制御部 は、前記第 2 メ ッセージを送信する際に選択 された

動作 を示す動作情報 に基づいて前記利用者画像 を動作 させるように制

御することを特徴 とする請求項 1 に記載のメッセージ管理 システム。

前記表示制御部 は、前記第 2 メ ッセージの内容 を解析 して動作バ タ

ー ンを特定 し、特定 した動作パ ター ンで前記利用者画像 を動作 させる

ように制御することを特徴 とする請求項 1 にメッセージ管理 シ ステ ム

前記表示制御部 は、前記ス レツ ド表示領域 に表示する前記利用者画

像の数 に応 じて、 当該ス レツ ド表示領域の面積 を変化 させるように制

御することを特徴 とする請求項 1 乃至 3 の うちいずれか 1 項 に記載の

メッセージ管理 システム。

前記表示制御部 は、表示の対象 となる前記ス レツ ドに含 まれる前記

第 2 メ ッセ一ジの数 に応 じて前記ス レツ ド表示領域の面積 を変化 させ

るように制御することを特徴 とする請求項 1 乃至 3 の うちいずれか 1

項 に記載のメッセージ管理 システム。

前記第 1 メ ッセージおよび前記第 2 メ ッセージは、 当該 メッセージ



管理 システム外の外部サー ビスで管理 されてお り、

前記表示制御部 は、表示の対象 となるス レツ ドに含 まれる前記第 1

メッセージまたは前記第 2 メッセージの送信者の識別情報 に対応する

利用者の利用者画像 を、利用者の識別情報 と利用者画像 とが対応づけ

て記憶 された記憶部か ら読み出 して前記ス レッ ド表示領域 に表示 させ

当該送信者の識別情報 に対応する利用者の利用者画像 を当該記憶部

か ら取得で きない場合は、 メッセージの送信者の識別情報 に対応する

利用者画像 を取得で きないときの為 に予め定め られた利用者画像 を表

示 させるように制御する、 ことを特徴 とする請求項 1 乃至 3 の うちい

ずれか 1項 に記載のメッセージ管理 シ ステ ム。

[ 請求項 7 ] 前記表示制御部 は、前記ス レッ ドにおいて前記第 1 メッセージを送

信 した送信者の利用者画像 に目印を表示 させるように制御することを

特徴 とする請求項 1 乃至 3 の うちいずれか 1 項 に記載のメッセージ管

理 シ ステ ム。

[ 請求項 8 ] 前記表示制御部 は、前記利用者画像 を、汎用のボデ ィー形状画像 と

前記第 1 メッセージまたは前記第 2 メッセージの送信者 に対応 した画

像 とか ら構成することを特徴 とする請求項 1 乃至 3 の うちいずれか 1

項 に記載のメッセージ管理 システム。

[ 請求項 9 ] 前記表示制御部 は、前記ス レッ ド表示領域 とは別のメッセージ表示

領域 に、 当該ス レツ ドに含 まれる前記第 2 メッセージを時系列に沿 つ

て変更可能 に表示 させるように制御することを特徴 とする請求項 1 乃

至 3 の うちいずれか 1 項 に記載のメッセージ管理 システム。

[ 請求項 10 ] 前記表示制御部 は、前記 メッセージ表示領域 に表示 される前記第 1

メッセージに対応する利用者の利用者画像 に目印を付加 して前記ス レ

ッ ド表示領域 に表示 させるように制御することを特徴 とする請求項 9

に記載のメッセージ管理 システム。

[ 請求項 11] 前記表示制御部 は、前記 メッセージ表示領域 に表示 される前記第 2



メッセージが変更されると、前記 メッセ一ジ表示領域の所定位置 に表

示 される前記第 2 メッセ一ジが送信 された時点において前記ス レツ ド

に含 まれる前記第 2 メッセ一ジの送信者 に対応する利用者画像 を前記

ス レツ ド表示領域 に表示 させるように制御することを特徴 とする請求

項 9 に記載のメッセージ管理 システム。

[ 請求項 12 ] 第 1 メッセージと当該第 1 メッセージに関連付 け られた一又は複数

の第 2 メッセージの組 をス レツ ドと して表示部 に表示することが可能

なメッセ一ジ表示装置であ って、

利用者か らス レツ ドの表示 に関する指示 を受け付 ける指示受付部 と

前記指示受付部で受け付 けた前記指示 に応 じて、表示の対象 となる

ス レツ ドに含 まれる前記第 1 メッセージおよび前記第 2 メッセージの

送信者 を示す利用者画像 をス レッ ド表示領域 に表示 させるように制御

するとともに、 メッセージの内容 に応 じて前記利用者画像 を動作 させ

るように制御する表示制御部 と、

を備 えるメッセ一ジ表示装置。

[ 請求項 13 ] 第 1 メッセージと当該第 1 メッセージに関連付 け られた一又は複数

の第 2 メッセージの組 をス レツ ドと して表示することが可能な端末装

置 において用い られるメッセ一ジの表示方法であ って、

利用者か らス レツ ドの表示 に関する指示 を受け付 けるステ ップと、

受け付 けた前記指示 に応 じて、表示の対象 となるス レツ ドに含 まれ

る前記第 1 メッセ一ジおよび前記第 2 メッセ一ジ情報の送信者 に対応

する利用者画像 をス レツ ド表示領域 に表示するとともに、 メッセージ

の内容 に応 じて前記利用者画像 を動作 させるステ ップと、

を有するメッセージの表示方法。

[ 請求項 14] 第 1 メッセージと当該第 1 メッセージに関連付 け られた一又は複数

の第 2 メッセージの組 をス レツ ドと して表示部 に表示することが可能

な端末装置で用い られるプログラムを記録 したコンピュータ読み取 り



可能な記録媒体であ って、

前言己耑末装置 に、

利用者か らス レツ ドの表示 に関する指示 を受け付 ける指示受付処理

と、

前記指示受付処理 において受け付 けた前記指示 に応 じて、表示の対

象 となるス レツ ドに含 まれる前記第 1 メ ッセ一ジおよび前記第 2 メ ッ

セージ情報の送信者 に対応する利用者画像 をス レッ ド表示領域 に表示

させるように制御するとともに、 メッセージ情報の内容 に応 じて前記

利用者画像 を動作 させるように制御する表示制御処理 と、

を実行 させるためのプログラムを記録 したコンピュータ読み取 り可

能な記録媒体。
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国 際調 査 報告 国際 出願 番 号 P C T / J P 2 0 1 2 / 0 8 0 8 9 6

発 明 の属す る分 野 の分類 （国際特許 分類 （I P C ) )

Int.Cl. G06F13/00 (2006. 01) i ， G06F3/048 (2013. 01) i

B . — 調 査 を行 った分 野

調 査 を行 った最小 限資 料 （国 際特許 分類 （I P C ) )

Int.Cl. G06F13/00, G06F 3/01 ， G06F3/048, A63F9/24, A63F13/00

最 小 限資料 以外 の資料 で調 査 を行 った分 野 に含 まれ る もの

日本 国実用新 案公 報 9 2 2 - 1 9
日本 国公 開実用新 案公 報 9 7 1 - 2 0
日本 国実用新 案 登録公 報 9 9 6 - 2 0
日本 国登録 実用新 案公 報 9 9 4 - 2 0

国 際調 査 で使 用 した電 子デ -ス （デ ぃ -ス の 9名111 称 、調 査 に使 用 した用 語 )
6333
年年年年

C . 関連 す る と認 め られ る文献

引用文 献 の 関連す る
カテ ゴ リー * 引用文 献名 及 び一部 の箇所 が 関連 す る とき は、 そ の 関連す る箇所 の表 示 請 求項 の 番 号

X J P 2 0 0 0 8 2 8 9 4 A 1， 2， 12-14

Y (株 式 会 社 エ イ テ ィ · ァ ー ル 知 能 映像 通 信 研 究 所 ) 3-11

2 0 0 2 . 0 3 · 2 2 , 段 落 【0 0 0 4 】 一 【0 1 0 5 】

図 1 2 8 & J P 2 0 0 6 - 1 5 5 6 3 9 A

Y J P 2 0 0 5 - 2 7 6 1 0 3 A (セ ィ コ ー エ プ ソ ン株 式 会 社 )

2 0 0 5 . 1 0 . 0 6 , 全 文 ， 図 1 — 1 5 ( フ ァ ミ リー な し）

C 欄 の続 き に も文 献 が列 挙 され てい るc パ テ ン トフ ァ ミ リー に関す る別紙 を参 照。

* 引用 文献 の 日の 後 に公 表 され た文献
ΓΑ 」特 に 関連 の あ る文献 で は な く、一般 的技術 水 準 を示す Γτ 」国際 出願 日又 は優 先 日後 に公 表 され た文 献 で あ って

も の 出願 と矛 盾 す るもので はな く、発 明 の原 理 又 は理 論
ΓΕ 」国 際 出願 日前 の 出願 また は特許 で あ るが 、国際 出願 日 の理解 のた め に引用す るもの

以後 に公 表 され た も の x 特 に 関連 の あ る文献 で あ って 、 当該 文献 のみ で発 明
「L 」優 先 権 主 張 に疑 義 を提起 す る文 献 又 は他 の文献 の発 行 の 新 規性 又 は進 歩性 が ない と考 え られ る も の

日若 し くは他 の特 別 な理 由 を確 立 す るた め に 引用 す 「Y 」特 に 関連 の あ る文献 で あ って 、 当該 文献 と他 の 1 以
る文 献 （理 由を付す ） 上 の文 献 との 、当業者 に とって 自明 で あ る組 合せ に

Γθ 」 口頭 に よ る開示 、使 用 、展示 等 に言及 す る文 献 よって進 歩性 が ない と考 え
ΓΡ 」国 際 出願 日前 で、かつ優 先 権 の主 張の基礎 とな る出願 Γ& 」 同一 パ テ ン トフ ア ミ リー文献

国 際調 査 を完 了 した 日 国際調 査 報告 の発 送 日
2 3 . 0 2 0 1 3 0 5 . 0 2 . 2 0 1 3

国 際調 査機 関の名 称及 び あて先 特許 庁審 査官 （権 限 の あ る職員 ） 5 T 3 2 4 2

日本 国特許 庁 （I S A J Ρ )
古河 雅輝

郵便番 号 1 0 0 — 8 9 1 5
東京 都 千代 田区霞 が 関三 丁 目4 番 3 号 0 3 - 3 5 8 1 - 1 1 0 内線 3 5 6 8

様 式 P C T l S A 2 1 0 (第 2 ペ ー ジ） （2 0 0 9 年 7 月）



国際調査報告 国際出願番号 P C J P 2 0 0 8 0 8 9 6

C (続き）. 関連すると認められる文献
引用文献の 関連する
カテゴリー * 引用文献名 及び一部の箇所が関連するときは、その関連する箇所の表示 請求項の番号

J P 2 0 0 0 - 2 0 7 3 0 4 A (富士通株式会社） 3
2 0 0 0 . 0 7 . 2 8 , 全文，図 1 — 1 6 ( フ ァ ミ リー なし)

Y J P 2 0 0 0 - 0 1 1 2 0 7 A ( 日本電信電話株式会社) 4，5
2 0 0 0 . 0 1 . 1 4 , 段落 【0 0 0 8 】一 【0 0 4 7 】，
図 1 — 1 1 ( フ ァ ミ リー なし)

Y J P 2 0 0 2 - 2 1 5 5 2 1 A (ソニー株式会社） 6，7，9-11
2 0 0 2 . 0 8 . 0 2 , 段落 【0 0 0 4 】一 【0 0 8 2 】
図 1 — 1 2 ( フ ァ ミ リー なし)

Y J P 2 0 0 1 - 2 3 6 2 9 1 A (ソニー株式会社） 6
2 0 0 1 . 0 8 . 3 1 , 段落 【0 0 1 0 】一 【0 1 0 2 】，
3 1 — 1 8 (ファミリーなし)

Y J P 2 0 0 9 - 2 2 3 4 1 9 A (株式会社サンネ ット） 8
2 0 0 9 . 1 0 . 0 1 , 段落 【0 0 0 3 】一 【0 0 3 6 】，|
( フ ア ミ リーなし）

J P 2 0 0 8 - 1 7 6 5 5 1 A ( 日本電気株式会社） 9-11
2 0 0 8 . 0 7 . 3 1 , 全文，図 1 —2 ( フ ァ ミ リー なし）

様式P C T I S A 2 1 0 (第 2ページの続き） （2 0 0 9年 7 月）



国際調査報告 国際出願番 号 P C T / J P 2 0 1 2 / 0 8 0 8 9 6

第 Π欄 請 求 の範 囲の一部 の調査 がで きない ときの意 見 （第 1 ペ ー ジの 2 の続 き）

法 第 8条 第 3項 （P C T 17条 （2) (a) ) の規 定 に よ り、 こ の 国 際調 査 報 告 は次 の理 由に よ り請 求 の範 囲 の一 部 につ い て作
成 しなか った。

1 . 請求項 は、 この国際調査機 関が調 査 をす るこ とを要 しない対象 に係 るものであ る。

つ ま り、

2 . 請 求項 は、有意義 な国際調査 をす るこ とがで き る程度 まで所 定 の要件 を満
ない 国際 出願 の部分 に係 るものであ る。 つ ま り、

3 . 請 求項 は、従属請 求 の範 囲で あって P C T 規則 6. 4 (a) の第 2 文及 び第 3文 の規定 に
従 って記載 され てい ない。

第 欄 発 明の単一性 が欠 如 してい る ときの意見 （第 1 ペー ジの 3 の続 き）

次 に述べ るよ うに こ の 国際 出願 に二以上 の発 明があ る とこ の 国際調 査機 関は認 めた。

請 求 項 1 1 4 に係 る発 明 の共 通 の事 項 は、 「表 示 の対象 とな るス レ ツ ドに含 まれ る前記 第 1
メ ッセ ー ジお よび 前 記 第 2 メ ッセ ー ジ の送信 者 に対応 した利 用者 画像 をス レ ツ ド表 示 領 域 に
表 示 させ る よ うに制御 す る表 示 制御 部 」 で あ る。
しか しなが ら、調 査 の結 果 、 こ の 点 は、文 献 J P 2002-82894 A (株 式 会社 エ イ · テ ィ · ア ー ル
知 能 映像 通信研 究所 ）， 2002. 03. 22, 段 落 【0004】 一 【0105 】， 図 1_28 に開示 され てい るか ら、
新 規 で ない こ とが 明 らか とな った。
結 果 と して 、上記 「表 示 制御 部 」 は先行 技術 の域 を出 ない か ら、 PCT規則 13. 2の第 2 文 の意 味
にお い て 、特別 な技術 的特徴 で は ない。
それ 故 、請 求 項 1 1 4 に係 る発 明全 て に共 通 の事 項 は ない。

1 . 出願 人 が必要 な追加 調査 手数料 をすベ て期 間内に納付 した の で 、 こ の 国際調査報告 は、すべ ての調査 可能 な請求
項 につい て作成 した。

2 . . 追加 調査 手数料 を要 求す るまで もな く、すべ ての調査 可能 な請 求項 につ い て調 査す るこ とがで きたので、追加調
查手数料 の納付 を求 めなか った。

3 . 出願 人 が必要 な追加 調 査手数料 を一部 のみ しか期 間内に納付 しなかったので、 この国際調査報告 は、手数料 の納
付 の あった次 の請求項 のみ につ いて作成 した。

4 . 出願 人 が必要 な追加 調査 手数料 を期 間内に納付 しなか った の で 、 こ の 国際調査報告 は、請 求の範 囲の最初 に記載
され てい る発 明 に係 る次 の請求項 につい て作成 した。

追加調 査手数料 の異議 の 申立 てに関す る注意

□ 追加 調査 手数料及 び 、該 当す る場合 には、異議 申立手数料 の納付 と共 に、 出願 人 か ら異議 申立てがあった。

追加 調 査 手数料 の納付 と共 に出願 人 か ら異議 申立てが あつたが、異議 申立手数料 が納付命令 書 に示 した期 間
内に支払 われ なか った。

追加 調査 手数料 の納付 はあったが、異議 申立て はなか った。

様 式 P C T I S A 2 1 0 (第 1 ペ ー ジの続葉 （2 ) ) ( 2 0 0 9 年 7 月）
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